
　 団体名：

役員数 5 名

・受付（体験コーナー用）：名簿記入

・スタンプカードにシールを貼る。 　

・簡単な指導 　

・１４：３０　受付終了

１．用具

　 ＜リ ン ク 台＞ １枚 ※台には乗らない。

　 ＜レーンマット＞ ４枚 　

　

２．コート ７ｍ四方のスペースの中央にリンク台を置き、四方にレーンマットを敷く。

３．競技方法

①球は、１チーム１色とする。

※ 一度転がしたボールは、最後の一球を転がし終えるまで、そのままにしておく。

※ 転がし終えたボールが、他のボールによって移動しても、そのままにしておく。

※ 幼児や高齢者は、技能に応じて、内側のラインから転がしてもよい。

③２回戦は、競技者を交代し、１回戦と同様に競技を行う。

④全ての競技者が転がし終わったら、総合点を計算し、勝敗を決める。

５．得点方法

個数 個数

1 1

1 2

1 3

1 1式シール

筆記用具・・・ボールペン

種目の看板

運営責任者 松本　武（剣道）

運営内容

メインアリーナ

体験コーナー受付簿

物品名

レイアウト（図）

競技のルール

ラインテープ

イス（２階：会議室）

オーバルボール（サブアリーナ倉庫）

物品名

長机（放送室：茶）

中央枠（赤）５点、第２枠（黄）３点、第３枠（緑）１点をつけて集計し、チームの総合得点とする。得点

ゾーンは、得点部分にわずかの段差があるので、どの段に乗っているかで得点を決める。

（この時の転がす順番は、前の回の得点 が多いチームから行い、順次時計回りに転がす。）

②１人（４個のボールを）１個ずつ、時計回りの順番に、中央のリンクに転がし入れる。全てのボールを転

がし終えたら、得点を計算し、１回戦が終わる。

＜楕 円 球＞ ４色（赤、黄、白、緑） × ４個

剣道連盟

係　　　　名

場　　　　所 サブアリーナ

オーバルボール


